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【あなたの防災力＝近所の防災力＝小川の防災力】 
 

☆新しい「小川自治会自主防災隊」が本格的な活動を開始し１年経ちました 

 

 

２０１３年４月に本格的な活動を開始した 

自主防災隊は、多くの人が参加し、災害に備

え活発な活動を進めています。 

今月号は「防災・減災特集」として、 

２０１３年度１年間の活動と 

２０１４年度の活動の予定を紹介します。 

 

☆今年の小川防災隊の総合防災訓練は１０月２５日（土）１０時からです 
  ・同日 安全確認の旗「無事です」の旗出し訓練も行います 

・スタンドパイプと消火器による初期消火訓練、 

・ＡＥＤを使った応急救護訓練、 

・起震車で地震体験 

・自主防災隊独自の訓練も予定 

     
 

☆あなたと家族の安全ノート２０１４年版を発行しますー身近に置いてご活用下さい 

 

 

回覧 
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大地震発生に備え、各ご家庭の普段の備えと、非常時の行動をま

とめた、自治会独自の「あなたと家族の安全ノート」を、２０１２

年４月に作成、全家庭に配布しました。今回新しい内容を盛り込ん

だ「あなたと家族の安全ノート」２０１４年版を作成しました。 

「あなたと家族の安全ノート」２０１４年版の特徴 

・読みやすく自然に読んで頂けるよう、物語風に書きました 

・カラ―化しイラストを多く入れて見やすくしました 

・日頃の備えと非常時の行動をはっきり分けわかりやすくしました 

・実例・具体例を多く入れてあります 

・準備する備蓄・装備品は必要なものがもれないように、参考にな 

る多くの物を入れ、その中から各ご家庭の事情にあわせ選べるメ

ニュー方式にしています 
 



 

【２０１３年度の自主防災隊の主な活動】 

 
□自主防災隊の組織と２５年度責任者体制を確立             ４月 

 ○自治会員は全員防災隊員で自治会の班単位でいずれかの支隊に加入 

○５支隊、５防災専門班体制と複数責任者制  活動隊員として約２００名登録 

□自主防災隊規約制定                           ４月 

□初期投資として２００万円の特別予算承認   定期総会          ４月 

 ○東京都の「地域再生底力」補助金申請       ２０万円補助       ３月  
□安全確認「無事です」の旗作成 （補助金利用）全隊員へ配布        １０月 

□訓練 
○本格的な自主防災訓練実施            約２５０人参加     １０月  

○安全確認「無事です」の旗出し訓練実施      参加率約７５％     １０月 

○支隊独自の訓練実施（せんげん支隊）       ５８名参加       １１月 

○救出救護の専門的な訓練実施（下小川と救出救護班）３７名参加        ３月 

□講習 
  ○防災見学会（立川防災館）見学          ３７名参加        ９月 

 ○外部講習  ①町田市防災講習会         ３６名参加        ７月 

        ②町田市リーダー講習会        ４名参加       １２月 

        ③町田市総合水防訓練         ２名参加        ６月 

□機材・資材の新規購入 
 ○防災倉庫増設                  かえで           

 ○支隊用消火器                  全支隊ｘ２        

 ○街頭消火器増設（町田市に依頼）         ５か所から２０か所へ     

 ○スタンドパイプ                 １セット 

 ○避難用機材（のぼり旗、プラカード、ハンドマイク）全支隊用 

 ○活動隊員用機材（ヘルメット、腕章）       全支隊用 

□広報・啓発 
 ○「防災隊ガイドブック」発行           全隊員へ配布      １０月 

 ○支隊広報誌発行  

せんげん支隊（１～９号）、蜂谷戸支隊（１～３号）、かえで支隊（１号） 

 ○自治会だより  防災記事掲載ｘ７回  内「防災・減災特集」２回 

 ○自治会ホームページ 防災コーナー開設 

□自助の備えの支援 
 ○家庭用消火器の購入と古い消火器の回収斡旋    ４支隊        １～３月 

下小川支隊は２０１４年度 

 

２０１３年度の活動の評価 

本格的な自主防災隊の活動開始初年度としては順調なスタートであった。  

 ・活動隊員として参加していただいた方が２００名を超えた。  

 ・１０月に行った自主防災訓練で昨年度までの２．５倍の２５０名の参加を得た。  

 ・安全確認の「無事です」の旗出し訓練では初めてにもかかわらず７５％の世帯が参加した。  

 など意識の高さは特筆すべきであり、活動の内容も多岐多彩に渡って いる。  

 一方防災隊活動開始初年度でもあり、組織間の情報の共有と連携が不十分であった、自助の備

えの充足度がまだ十分ではないなど、次年度以降の活動の課題もあった。 

限られたリソース（人員と予算）をどう重点配分するか、全体の重要度・優先度の設定が必要。 
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【２０１４年度の自主防災隊の主な活動計画】 
 

 

 

 

 

□組織・人事・仕組み 

○自主防災隊の２６年度責任者体制が決定                 ５月 

○本部事務局を正式組織として設置 事務局員任命             ４月 

○避難誘導班と救出救護班を一本化、避難誘導・救出救護合同班       ５月 

○規約改定 責任者全体会議で承認                    ４月  

２０１３年４月に規約を制定したが、実際に活動して実態に合わない部分、他のマニュアル・ 

文書類との不整合、用語（呼称）の統一等改訂に必要な部分もあり。部分改訂を行った。 

主な改訂点 

 ・活動に自助も追加 

 ・一般隊員（自治会員全員）と活動隊員の区別 

 ・組織名称等の整理・統一  会員→隊員、  ＸＸ公園支隊→ＸＸ支隊 

 ・災害対策本部、事務局、代表支隊長などを規約上明記 

○情報交換として活動記録（月報）を作成                 ６月～ 

□訓練 
○今年の総合防災訓練は１０月２５日（土）１０時から実施します 
 ・安全確認の旗「無事です」の旗出し訓練も行います。 

○各支隊単位又は支隊合同の実践的な基礎訓練も予定 

○防災班単位のより専門的な訓練も予定  
□講習 
 ○全隊員（希望者）向け：１１月以降で予定（外部講師）  

 ○防災隊員向け：専門的内容 検討  

 ○町田市主催など外部講習への参加  
□情報・広報・啓発 
 ○自治会だより：毎月防災情報を掲載  

 ○各支隊広報誌：２０１３年同様支隊で発行   

 ○非常時の情報収集・伝達の方法整備（ハード面、ソフト面） 

□自助の備えの支援 

 ○購入斡旋（昨年実施した家庭用消火器購入斡旋の様な企画 、具体的対象は今後検討）  

 ○家庭用防災機材の紹介／使用方法の説明会  

□要援護必要者の把握と援護体制 

  ○民生委員との連携により対象者の把握  
□マニュアル類の整備・充実 

  ○「あなたと家族の安全ノートー２０１４年版」の発行        ６月 

○活動マニュアルの整備       

□支隊、防災専門班独自の活動継続 

□機材調達計画（２０１４年度調達・増強する主な機材） 
 ○防災倉庫                             

 ○スタンドパイプ                          

 ○連絡用トランシーバー 

  ○夜間照明設備 

  ○街頭消火器配置増強と点検管理／支隊用消火器を街頭へ設置 

自主防災隊の活動の基本方針は 

①全員参加とボトムアップの運営 

②自助＞近助＞共助 

③平常時の備え（準備）を優先 

  【準備と訓練の繰り返し】  です 
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防災情報―ご存知ですか 

□地震の種類と被害想定：東京都ホームページ ２４年４月改訂被害想定 他より 

                  小川  町 田 市 建 物   町 田 市   

小川で想定される地震の種類   M  震度  全 壊 半 壊 延 焼  死者 負傷者  

 首都直下地震 東京北部地震  ７．３ ６弱    870   7,396    500     63   1,882 

        多摩直下地震  ７．３ ６弱  3,931  12,520  1,000    267   4,278 

 海溝型地震  元禄型関東地震 ８．２ ６強  8,500  15,480  7,600    564   6,919 

活断層地震  立川断層地震  ７．４ ５強    306   2,976    312     24     743 

 南海トラフ地震        ９．０ ５強 

 被害想定は季節・時間帯・気象条件等で異なる。上記は一番厳しい冬の早朝又は昼間を使用 

□地域危険度測定調査：東京都が２５年９月に発表した調査では小川１～４丁目は建物倒壊

危険度、火災危険度、総合危険度とも５段階評価の一番危険度が低いランクです。 

□盛土：東京都が２６年３月に発表した大規模盛土造成地マップでは、小川１～４丁目は 

かなりの部分が含まれていますが「すでに危険な事象が生じている」所はありません。 

□備蓄品：昨年５月公表の「南海トラフ地震」対策有識者会議報告書で、地震の直前予知が 

困難なため、事前防災として備えの重要性を強調し、家庭用備蓄品１週間分以上必要とする 

内容になっています。（従来は最低３日以上）調布市など一部自治体では出来れば１週間と 

ガイドに追加しています。（東京都のＨＰでは最低３日以上、町田市のＨＰは日数の記載なし） 

□２６年１月放映のＮＨＫスペシャル「巨大地震その時何が」より抜粋 
 ・阪神淡路大震災でがれきの下などから救助された人の７７％は近隣住民による 

 ・消防署の活動は消火最優先（救出・救護はある程度近隣依存になる） 

 ・消火は繁華街・住宅密集地優先 

 ・軽傷者も含め怪我人が殺到し、病院・医院・医師が不足（７０％が軽傷者） 

☆資源の違法抜き取りに注意（環境部）  

 最近また資源の違法な抜き取りが発生しています。青パトでも警戒のパトロールを実施してい 

ますが、皆さまも近所の集積所に不審な車が抜き取っていないか、朝８時～１０時の間出来る 

だけ外へ出て監視して下さい。 

見かけましたら番号を控え紙資源の違法抜き取りと言って１１０番通報して下さい。 

☆防犯情報（安全対策部）  

□５月の町田市内犯罪発生状況（４／２８～６／１）        町田市役所配信情報より 

（ ）内は昨年同時期 町田市 南地区 小川 自治会内 

侵入窃盗 ２６（２０） ５（ ７） １（０） ０（０） 

ひったくり ０（ ４） ０（ ０） ０（０） ０（０） 

車上狙い ７（ ４） ４（ ２） ０（０） ０（０） 

振り込め詐欺 ０（ ３） － － － 

□南地区発生場所                      

侵入窃盗  ５：つくし野ｘ２、成瀬台、南成瀬、小川２丁目（会員外）  

車上狙い  ４：成瀬が丘、金森、金森東、つくし野 

☆会員情報（総務部）  

△入会   佐藤 清文 様 第２支部４班  ４月  

嶋村 浩二 様 第２支部４班  ４月  

古家 直明 様 第２支部４班  ４月  

中村 龍  様 第２支部４班  ４月  

福井 健太 様 第２支部４班  ４月  

吉野 賢治 様 第２支部４班  ４月  

▼退会   山上 英信 様 第２支部６班  ３月  

吉澤 輝夫 様 第３支部４班  ３月 
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